
「
上
海
都
市
研
究
新
動
向
」

国
際
学
術
研
討
会
の
参
加
記
（
１
）

　
寒
さ
が
目
立
ち
始
め
る
11
月
、
そ
ん
な
寒
さ
が
吹
き

飛
ぶ
よ
う
な
あ
つ
い
日
中
学
術
討
論
が
11
月
9
日
—
11

月
10
日
の
２
日
間
に
渡
り
、
上
海
社
会
科
学
院
歴
史
研

究
所
に
て
行
わ
れ
た
。
該
会
議
に
幸
運
な
が
ら
も
参
加

さ
せ
て
頂
き
、
多
く
の
方
が
発
表
さ
れ
る
中
、
僭
越
な

が
ら
自
身
の
ハ
ル
ピ
ン
都
市
研
究
に
新
し
い
視
点
の
ヒ

ン
ト
を
頂
い
た
印
象
に
残
っ
た
発
表
を
い
く
つ
か
特
筆

し
た
い
と
思
う
。

　

王
敏
—
「
本
地
化
与
地
方
化
：
以
英
国
的
租
界
华

人
代
表
权
问
题
路
线
的
贯
窃
为
中
心
（
1
9
1
9
—

1
9
3
0
）」
の
発
表
で
は
、
租
界
に
お
け
る
華
人
権
力

に
は
「
土
地
」
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
事
が
分

か
っ
た
。
土
地
を
多
く
所
有
し
て
い
る
者
が
高
級
階
級

で
あ
り
「
租
界
納
税
人
会
議
」
の
議
席
と
発
言
権
を
獲
得

し
、
法
を
作
る
側
に
い
た
と
い
う
事
が
分
か
り
、
こ
れ

を
英
国
は
認
め
て
い
た
と
い
う
事
実
を
知
っ
た
。
同
様

に
ハ
ル
ピ
ン
に
お
い
て
日
本
、
ロ
シ
ア
、
ユ
ダ
ヤ
、
華

人
の
権
力
関
係
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
い
う

興
味
が
湧
い
た
。

　

続
く
渡
辺
千
尋
の
「
国
権
回
復
運
動
下
の
上
海
共
同

租
界
と
在
華
紡
」
で
は
主
に
日
本
人
居
留
民
、
在
華
紡

に
焦
点
を
当
て
た
発
表
と
な
っ
て
い
た
。
該
発
表
に
お

い
て
も
や
は
り
権
力
と
資
本
が
関
連
付
い
て
お
り
、
経

済
的
な
側
面
か
ら
上
海
に
お
け
る
日
本
人
の
立
場
、
対

中
政
策
等
を
考
察
し
て
い
た
。
発
表
を
拝
聴
し
、
同
様

に
当
時
ハ
ル
ピ
ン
で
の
経
済
に
お
い
て
は
ユ
ダ
ヤ
人
の

勢
力
が
強
く
、
こ
れ
と
他
国
、
華
人
の
勢
力
を
比
較
し

た
ら
良
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ヒ
ン
ト
を
頂
い
た
。

 

個
人
的
に
着
眼
点
に
驚
い
た
の
は
陆
烨
の
「
近
代
上
海

城
市
污
染
的
治
理
与
讨
论
：
以
分
类
营
业
制
度
为
例
」

で
あ
る
。
こ
の
発
表
で
は
詳
細
に
当
時
の
各
種
騒
音
問

題
、
環
境
汚
染
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
こ
れ
を
対
処

す
べ
く
「
分
类
营
业
委
员
会
」
が
設
立
さ
れ
厳
し
く
監
督

し
、
当
時
上
海
の
都
市
と
し
て
の
「
超
前
性
」
が
伺
え

た
。
個
人
的
に
ハ
ル
ピ
ン
都
市
研
究
を
行
う
上
で
「
環

境
問
題
」
に
は
注
意
が
及
ば
ず
、
都
市
に
お
け
る
文
化

形
成
、
発
展
に
お
い
て
確
か
に
環
境
問
題
は
重
要
な
部

分
で
あ
る
と
気
付
か
さ
れ
た
。

　

以
上
３
名
の
方
々
の
発
表
を
拝
聴
、
勉
強
さ
せ
て
頂

い
た
事
に
よ
り
、
自
身
の
研
究
に
新
た
な
視
点
、
論
点

を
創
造
出
来
た
よ
う
に
思
う
。
上
海
と
は
少
々
状
況
は

違
う
が
、
多
国
籍
人
が
居
住
し
て
い
た
ハ
ル
ピ
ン
に
お

い
て
も
同
様
の
状
況
は
無
か
っ
た
か
を
知
る
、
知
ろ
う

と
さ
せ
て
頂
い
た
発
表
で
し
た
。
勉
強
さ
せ
て
頂
け
た

事
、
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

外
国
語
学
研
究
科
中
国
言
語
文
化
専
攻
（
博
士
課
程
2
年
）　
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今
年
の
11
月
9
日
〜
10
日
の
二
日
間
、「
中
国
・
上
海

都
市
研
究
新
動
向
」
国
際
学
術
会
議
が
上
海
で
開
催
さ
れ

た
。
私
は
通
訳
と
し
て
神
奈
川
大
学
非
文
字
資
料
研
究
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
派
遣
と
い
う
形
で
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
へ
の
参
加
の
機
会
を
得
た
。
そ
こ
で
今
回
の
学
会
が
開

催
さ
れ
た
背
景
を
紹
介
し
て
み
た
い
と
思
う
。

  

2
0
0
8
年
か
ら
神
奈
川
大
学
非
文
字
資
料
研
究
セ
ン

タ
ー
を
中
心
と
し
て
「
東
ア
ジ
ア
の
租
界
と
居
留
地
」
を

取
り
上
げ
た
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
精
力
的
な
活
動
を

展
開
し
、
2
0
1
7
年
に
は
上
海
社
会
科
学
院
歴
史
研

究
所
と
神
奈
川
大
学
非
文
字
資
料
研
究
セ
ン
タ
ー
と
の

間
で
、
交
流
協
定
が
締
結
さ
れ
た
。
今
回
の
会
議
で
は
こ

れ
ら
の
研
究
成
果
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
今
後
の
上
海
史

研
究
、
そ
し
て
中
国
都
市
研
究
が
目
指
す
べ
き
様
々
な
可

能
性
に
つ
い
て
の
相
互
の
新
た
な
研
究
動
向
を
紹
介
し
、

討
論
し
た
。

　

今
回
の
会
議
へ
の
参
加
で
、
私
は
上
海
、
ま
た
近
代
中

国
に
関
す
る
最
先
端
の
研
究
を
触
れ
る
こ
と
が
で
き
て
と

て
も
勉
強
に
な
る
ほ
か
、
最
も
感
銘
を
受
け
た
の
は
、
学

者
が
何
十
枚
の
紙
に
ま
と
め
た
論
文
か
ら
何
十
年
、
更
に

何
百
年
も
ま
え
の
世
界
を
観
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

  
初
日
目
の
午
前
の
開
会
式
に
お
け
る
講
演
は
、
上
海
社

会
科
学
院
歴
史
研
究
所
研
究
員
、
陳
祖
恩
教
授
に
よ
る

「
大
谷
光
瑞
と
西
本
願
寺
上
海
別
院
、
無
憂
園
—
上
海
日

僑
社
会
の
生
活
空
間
を
中
心
に
」
で
、
共
同
租
界
の
時
期
、

大
谷
光
瑞
が
上
海
で
つ
か
さ
ど
っ
て
創
立
し
た
寺
と
庭
園

を
糸
口
に
し
、
当
時
日
僑
が
上
海
で
の
主
な
集
会
の
場
所

お
よ
び
そ
の
活
動
内
容
を
含
む
「
日
本
人
街
」
の
様
相
を

詳
述
し
て
く
れ
た
。
例
え
ば
、
十
九
世
紀
五
十
年
代
、「
文

路
」
と
呼
ば
れ
た
大
通
り
が
上
海
「
日
本
人
町
」
の
虹
口

に
あ
っ
た
。
そ
こ
は
日
本
人
町
の
中
心
市
街
地
と
な
り
、

市
場
か
ら
高
級
料
亭
ま
で
、
更
に
日
本
人
倶
楽
部
や
病
院

な
ど
の
施
設
も
揃
っ
て
い
る
場
所
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
無

憂
園
」
と
い
う
一
万
坪
も
占
め
る
大
き
な
遊
芸
園
で
、
春

に
は
桜
を
見
る
会
、
秋
に
は
菊
を
見
る
会
が
行
わ
れ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
こ
ん
な
風
に
、
半
世
紀
以
上
も
前
か
つ

て
存
在
し
て
い
た
「
空
間
」
を
、
行
間
か
ら
立
体
化
し
て

呈
し
て
く
れ
た
こ
と
に
、
と
て
も
醍
醐
味
を
感
じ
た
。

  

そ
し
て
、
私
が
通
訳
を
担
当
し
た
、
神
奈
川
大
学
国
際

文
化
交
流
学
科
の
菊
池
敏
夫
教
授
の
「
南
京
路
の
『
再
開

発
』
と
中
国
（
上
海
）
人
の
百
貨
店
文
化
」
で
、
百
年
前
の

上
海
で
の
中
国
人
の
娯
楽
—「
百
貨
店
」
文
化
を
明
ら
か

に
示
し
て
く
れ
た
。
そ
こ
で
私
的
に
小
さ
な
発
見
が
あ
っ

た
。
そ
れ
は
百
年
前
と
今
現
在
、
娯
楽
に
対
す
る
人
々
の

発
想
、
ま
た
娯
楽
の
か
た
ち
は
意
外
に
似
通
っ
て
い
た
こ

と
で
あ
る
。
１
９
１
０
年
代
～
２
０
年
代
半
ば
ま
で
に
独

立
自
営
の
商
人
や
俸
給
生
活
者
の
一
定
の
蓄
積
が
あ
っ
た

人
、
い
わ
ゆ
る
「
新
中
間
層
」
が
上
海
で
登
場
し
た
。
当

時
の
新
中
間
層
向
け
の
「
大
衆
消
費
」
や
「
娯
楽
」
を
提
供

す
る
た
め
、
１
９
１
０
年
代
末
、
香
港
の
巨
大
華
僑
資
本

に
よ
る
百
貨
店
が
上
海
南
京
路
に
創
立
さ
れ
て
い
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
上
海
の
新
中
間
層
向
け
の
消
費
生

活
、
娯
楽
に
お
け
る
「
コ
ア
」
空
間
が
形
成
さ
れ
た
。
菊

地
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
百
貨
店
は
華
麗
な
外
観
を
持
っ
た

国
際
学
術
研
討
会
の
参
加
記
（
２
）

外
国
語
学
研
究
科
中
国
言
語
文
化
専
攻
（
修
士
課
程
１
年
）　
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